
 

患者さんおよびご家族の方への臨床研究のお知らせ 

 

 大阪公立大学医学部附属病院 血液内科・造血細胞移植科では、下記の臨床研究を実施しておりま

す。 

 

【研究課題名】 

同種移植後に発症するフサリウム症の臨床的特徴と予後予測因子 

 

【研究代表者】 

自治医科大学附属さいたま医療センター血液科 学内准教授 木村俊一 

【当院での研究責任者】 

大阪公立大学医学部附属病院 血液内科・造血細胞移植科 准教授 中前博久 

 

【研究の対象となる方】 

2006 年 1 月から 2021 年 12 月の間に、同種または同系ドナーより造血細胞移植を実施され、全国調査に

登録された方のうち、フサリウム症（真菌感染症の一つです）を発症した患者さんです。 

 

【研究の目的・方法】 

本研究では同種移植後のフサリウム症の臨床的特徴、予後予測因子について検討します。フサリウム症を

発症された患者さんに関するより詳細な情報を二次調査票を用いて収集し、データベースに登録されて

いるデータ（特定の個人を識別することができないよう研究用の符号が付けられている。）とともに研究

に用います。 

 

【研究に用いる試料・情報の種類】 

日本造血細胞移植データセンターより提供された、個人情報が分からないよう研究用の符号が付けられ

たデータ（疾患、移植法、移植成績等）、及び二次調査票のデータ（こちらも、個人情報が分からないよ

う、改めて研究用の符号が割り当てられる）を解析に用います。 

 

【外部への試料・情報の提供】 

当院では二次調査項目について、診療の過程で得られた診療情報を二次調査票に記載し、自治医科大学附

属さいたま医療センター血液科に提供を行います。 

 

【研究組織】 

一般社団法人 日本造血細胞移植データセンター 

センター長 熱田 由子 

 

共同研究事務局 

日本造血・免疫細胞療法学会 GVHD 以外の移植合併症 ワーキンググループ 



 

代表者 薬師神 公和 

 

【研究期間】 

この研究の期間は、2023年 11 月 27 日から 2026年 3月 31日までです。 

 

【本研究に関する問い合わせ】 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び

関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いた

だけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに

不利益が生じることはありません。 

 

お問い合わせ先 

〒545-8585 大阪府大阪市阿倍野区旭町 1-4-3 

大阪公立大学大学院医学研究科 血液腫瘍制御学 

℡06-6645-3881 

研究担当者：中前博久 

 

苦情の窓口 

大阪公立大学 医学部・附属病院事務局  

研究推進課 ℡06-6645-3457 


